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平均値 度数 標準偏差 平均値の標準誤差
劇化前 2.82 17 .951 .231
劇化後 4.35 17 .702 .170
***p<.001**p<.01*p<.05
図４．対応についての視野の広がり（仮想事例）の平均値の差
平均値 度数 標準偏差 平均値の標準誤差
劇化前 4.29 17 .686 .166


















































































































































































平均値 度数 標準偏差 平均値の標準誤差
劇化前 4.69 16 .479 .120




平均値 度数 標準偏差 平均値の標準誤差
劇化前 3.00 16 .894 .224




平均値 度数 標準偏差 平均値の標準誤差
劇化前 3.44 16 .892 .223




平均値 度数 標準偏差 平均値の標準誤差
劇化前 3.69 16 .873 .218
劇化後 4.56 16 .727 .182
表12．メンバーとの事例理解の共有（実体験事例）
***p<.001**p<.01*p<.05
図８．メンバーとの事例理解の共有（実体験事例）の平均値の差
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４．考察
（１）３セッションの各展開とアンケートのデータ分析か
ら見えたもの
①第１セッションについて
本研究の対象となった学生達は同じ学科に在籍している
とはいえ，在籍クラスもバラバラであり，ほとんど馴染み
のない顔ぶれの中でのスタートであった．また，参加メン
バーはこれまで一度も心理劇を体験したことがなく，全３
回の授業の中で筆者の目的である「対応困難場面における
問題を学生が〝主体的〟に向き合い，考え，表現する」展
開にもっていけるかどうかということが懸念された．
そこでまず第１セッションにおいては，メンバー同士が
お互いのことを相互に理解を深め，親近感が持てることや
この場への安心感を持てることを最も重要なねらいとして
ウォーミングアップを中心とした活動を展開した．これ
は，メンバーに対する親近感や，場への安心感がなければ，
メンバーに対して実習での対応困難感についてのエピソー
ドを話したり，それを題材とした劇化場面で役割をのびの
びと演じ，その時の心理的な動きを十分に感じたりするこ
とが上手くいかず，目的を達せられないと考えたためで
あった．
ウォーミングアップに用いた活動も，最初は侵襲性が低
く初対面同士でも取り組みやすい「自己紹介」や「他己紹
介」から始めた．その後，「マッピング」の前半では「同
表13．第３セッションで抽出されたカテゴリ
カテゴリ 記述内容例 記述人数
子どもへの対応
の理解・
視野の広がり
・子どもの気持ちに共感するのとしないのでは，子どものその後の行動や気持ちが全く違うとわかったの
で，将来働き始めた時にまず子どもの気持ちに寄り添うことのできる言葉かけをしていこうと思いまし
た。
・子どもと関わる中で，まずは子どもの気持ち，想いを受け止め，共感することの大切さを改めて感じま
した。講義の中で「子ども同士のトラブルでは特に共感が大切」とあり，印象に残りました。
・どのように関わったらよいか皆で話し合うことで，声掛けの引き出しも増え，現場でも活かせると感じ
ました。
11
心理劇の有用性
・１つの事例を劇にし，その時の状況を細かく再現することで，子どもの気持ちを考え，共感することの
大切さが分かったり，保育者の対応としてどのような声掛けをすることが適切なのかをグループで話し
合い，意見を出し合うことで声掛けの仕方を変えたり，違うぬいぐるみで遊んでもらうなど色々な方向
性があるということを感じました。
・劇化して行った場面は，実際に自分自身も体験し，対応に困った場面でもありました。劇化して客観的
に見ることで，対応や言葉かけなど，このようにしたら良いのではないかとより考えやすかったように
感じます。
・劇化の前は難しいなと感じていたが，様々な立場の役を見たり，その気持ちを一つずつ整理していくこ
とで，色々な考えや思いが自然と浮かんできた感じがした。
・実習の際に困ったことのある場面で，実際に劇にすることで全員でイメージを共有することで様々な対
応の仕方を知ることができた。
11
子どもの行動の
理解
・Aちゃんはぬいぐるみを持っておくことでそのお友達と仲良くできる，そのお友達しかまだ一緒に遊
べないのではないかと思いました。お休みだとわかっているけど，ぬいぐるみを離さないのは，一人
ぼっちになりたくないとか，先生も構って欲しいとか，私にはわからないけどAちゃんの中で思うこ
とがあったと思う。
5
体験した対応困
難事例の共有に
よる共感・安心
感
・実習中の子ども達との関わりで難しかったことを共有することで，実習中みんな悩んだんだなと少し安
心した自分もいたり，様々な意見に触れたりすることが出来たと思います。
5
今後の期待感
・みんなから様々な意見を聞き，実際に保育の現場では難しいと思うけれど，頭のどこかで思い出し，生
かしていけたらいいと思いました。
4
不安・難しさ
・落ち着いて客観的に見ると，色々と対応策が出てくるが，いざその場に立つと落ち着いて対応できるか
どうかと考えると難しいなと思ったし，不安になると思った。
2
自分の関わり方
の反省
・自分の実習での行動を振り返ってみて，子どもの気持ちに寄り添った声掛けができていなかったことに
気付きました。
1
メンバーへの親
和性の高まり
・ウォーミングアップでは，皆とじゃんけんする中で楽しく関わることができ，授業を受けるたび，関係
が深まっていく感じがしてとても嬉しいです。
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じ月に生まれた」「誕生日が同じ」といったような自分と
の類似点や共通点のある人を意識化させたり，手の大きさ
といった身体接触を自然に取れるようなお題を出したり，
行ってみたい時代といったファンタジー要素のあるお題で
それぞれのユニークなキャラクターを引き出し，親近感が
より増すように段階的に展開した．
上記のような活動の中で，メンバー同士の表情が和ら
ぎ，自然とお互いに話しかけあう等の打ち解けた様子が見
られたところで，「他者からのイメージ」でお題に沿って
ペアになった相手を自由にイメージし，相手に対してそれ
を表現する（相手に自分のアイディアを出す）といった要
素のある活動を行い，お互いにそれを楽しめるよう促し
た．
最後のウォーミングアップ活動では，大分打ち解けたメ
ンバーに対して，お互いにこの日の活動を労うということ
で，ロイヤルマッサージを実施した．ロイヤルマッサージ
は身体的な接触を伴いながら，相手に対して簡単な要求
（力をもうちょっと強くして　等）を自然な形でできるた
め，落ち着いた雰囲気の中で親近感を高められるのではな
いかという意図があった．
活動の最後に，グループの中でどれくらい役割を演じら
れるかを見る意味も兼ねて，４～５人のグループで「親に
何かをねだる姉妹」という現実的によくありそうなテーマ
で簡単なロールプレイを行ったが，そこでも各グループと
も和やかな雰囲気で取り組めている様子が見られたため，
第２回のセッションで保育における対応困難場面の劇化が
行えそうな手ごたえを得られた．
概ね上記の意図は功を奏したと考えられ，第１セッショ
ンの終わりにとったアンケートにおける親近感得点の平均
は39点（50点満点），グループへの愛着感得点は30点（40
点満点）であった．
また，アンケートの自由記述部分では，「楽しさ」につ
いて記述していたメンバーが全17名中の12名と多く，「メ
ンバーへの親近感の高まり」が９名，「自己理解の深まり」
が７名，「相互理解の促進」が６名と，第１セッションで
最も重要なねらいとしていたことについての記述が学生か
ら自発的に上がっていた点からも概ねねらいは達成されて
いたのではないかと推察された．
一方で，「緊張感・苦手意識」について記述した者も４
名おり，第２セッションにおいてもその点に配慮する必要
性がうかがわれた．
②第２セッションについて
第２セッションでは，メンバーの前で役割を演じ，あり
ありとその時の思いや考えをグループ内で話し合える雰囲
気をつくることをねらいとして活動を展開した．
授業の後半において保育での対応困難場面についての劇
化を予定していたため，第１セッションに比べてウォーミ
ングアップに使える時間が限られていた．そこで，ウォー
ミングアップの組み立てを工夫する必要があった．
岡嶋ら（2001）は「話し合い重視のウォーミングアッ
プ」，「身体活動重視のウォーミングアップ」，「動作法によ
るウォーミングアップ」といった活動様式の違うウォーミ
ングアップによって，「親和性・心的高揚」，「劇への動機
づけ」，「リラックス感」にどのような影響がもたらされる
のかを検討している．そこでは，「身体活動重視のウォー
ミングアップ」は他のウォーミングアップ様式に比べて親
和性や心的高揚感，劇への動機づけと関係の強いことが示
され，「言葉に限らず身体をも伴う参加者間の相互作用が
重要」であると示唆している．また，特に「親和性」や「劇
への動機づけ」について与える影響が他様式のウォーミン
グアップとの効果の違いがみられたことを報告している．
そこで，第２セッションのウォーミングアップでは，身
体活動重視のウォーミングアップである「ウィンクキ
ラー」と「なんでもバスケット」を実施した．どちらの活
動もメンバーらは特に問題なく楽しんで行えている様子で
あったので，劇化に移った．
第２セッションでの劇化では，あえて参加メンバーらが
実習で体験した対応困難場面を扱わず，監督が用意した仮
想事例を用いて劇化を行った．そうした理由としては２点
あった．１点は，心理劇を本格的に体験するのが初めての
メンバーらにとって，即興的に役割を演じることを求めら
れた時に緊張感や照れ，恥ずかしさなどからそれぞれの登
場人物の体験に没入しにくさを持つのではないかという点
が懸念され，まずは簡単な台本がある方が構えずに演じや
すいのではないかと考えた．また２点目として，この心理
劇のセッションでは保育における対応困難な場面を一人で
抱えずにメンバー全員で抱え，皆で一緒に考える場という
意識を各メンバーに体験的に持たせるセッションがあった
方が，第３セッションで個人的に体験した実習での対応困
難場面を扱うにあたって安心してエピソードを出しやすく
なるのではないかと考えた．
劇化で扱った「気に入らないことがあると物にあたる子
ども」も「園の絵本に落書きをしてしまった子ども」でも，
劇に対する動機づけの高いメンバーに演者をしてもらった
ためか，どちらの劇でもそれぞれの演者が役に入り込むこ
とが出来ており，「自分だったらこう対応したい」といっ
た感想や，何故そのような行動を子どもが取ったと思うか
という意見が演者のみならず観客からも出され，対応困難
場面を全員で抱え，一緒に考えるという体験が促されてい
たと考えられた．このようなことから，概ねねらいは達成
されていたのではないかと推察された．
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また，アンケートの量的データを分析したところ，劇化
前と劇化後では子どもへの対応の困難さは低まり，対応に
ついての視野が広がったという結果が得られた．
自由記述の分析結果では「子どもへの対応の理解・視野
の広がり」「子どもの行動の理解」「自分の関わり方の反省」
「不安・難しさ」「心理劇の有効性」「今後の期待感」といっ
た６カテゴリが抽出されたが，特に「子どもへの対応の理
解・視野の広がり」について18名の参加メンバー中，16名
もの学生が記述していた点からも，対応困難事例に対する
対応の視野の広がりが促される展開ができたのではないか
と考えられた．
③第３セッションについて
第３セッションでは，本稿の冒頭に記したように，学生
が自分自身の課題や対応困難を感じた問題についてどのよ
うに捉え直し，理解し，対応したらよいのかということに
〝主体的〟に向き合い，考え，表現することができること
をねらいとして活動を展開した．
第３セッションでも身体活動重視のウォーミングアップ
として「仲間探しゲーム」と「進化じゃんけん」を行った
後に劇化に移った．
劇化では，５～６人のグループを３つ作り，メンバー全
員にこれまでの実習で体験した対応困難場面を一つ思い出
してもらい，それをグループで紹介し合ってもらった．こ
れは，お互いに実習で悩んだエピソードを共有すること
で，共感的な雰囲気をつくる意図があった．
各グループで話し合った後，どんな内容のものが紹介さ
れたか，各グループで一つ紹介して欲しいと監督から要望
し，誰のエピソードを発表するか決めてもらった．３グ
ループから発表されたエピソードは，２つが「物を独占し
て他児に貸さない」というもの共通していたため，そのう
ちのエピソードの一つを監督が選び，劇化のテーマとし
た．
劇の展開としては，対応困難場面をそのまま劇化した
際，ぬいぐるみを頑なに貸そうとしなかった幼児について
何故頑なに貸そうとしなかったのかわからないという疑問
が主役から述べられた．それに対し，観客らからの感想を
聴きながら，改めて関わり方を変えた場面を劇化したとこ
ろ，「Fちゃんと遊びたいからぬいぐるみを他の子に貸し
たくなくて，Fちゃんが来ないっていうことを聞いて，頭
ではわかってもすぐに気持ちを切り替えられない感じと
か，他に遊ぶ子がいないけどぬいぐるみと一緒にいたら少
し寂しくなくていられるのかなとか，やっぱり Fちゃん
とぬいぐるみで遊びたいと感じているのかなとか…そうい
うことなのかなと思いました」と様々な視点で子どもの言
動の背景を推測することができていた．
これはまさに，学生が対応困難場面での子どもの言動の
背景にあるものを〝主体的〟に捉え直し，理解や対応の
様々な可能性に考えが至り，それを言葉にして表現できた
ということであると考えられ，筆者のねらいは達成された
のではないかと推察された．
また，アンケートの量的データを分析したところ，劇化
前と劇化後では子どもへの対応の困難さは低まり，対応に
ついての視野が広がり，事例についての理解を深め，それ
をメンバーと共有できる感じが高まったという結果が得ら
れた．
自由記述の分析結果では「子どもへの対応の理解・視野
の広がり」「子どもの行動の理解」「自分の関わり方の反省」
「不安・難しさ」「心理劇の有効性」「今後の期待感」「メン
バーへの親近感の高まり」といった第１・第２セッション
でも抽出された７カテゴリに加え，「体験した対応困難事
例の共有による共感・安心感」が抽出され，このカテゴリ
については参加メンバー18人中５人が記述していた．これ
は，グループ内に共感的な雰囲気を作るために劇化前にお
互いに自習で悩んだエピソードを共有する活動を行ったこ
とが功を奏したということなのではないかと考えられた．
（２）心理劇を用いたアクティブ・ラーニングの有用性
中央教育審議会（2012）はアクティブ・ラーニングにつ
いて「教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり，
学修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・学習法
の総称．学修者が能動的に学修することによって，認知的，
倫理的，社会的能力，教養，知識，経験を含めた汎用的能
力の育成を図る．発見学習，問題解決学習，体験学習，調
査学習等が含まれるが，教室内でのグループ・ディスカッ
ション，ディベート，グループ・ワーク等も有効なアク
ティブ・ラーニングの方法である」と説明している．
これまで述べてきた心理劇を用いた授業は，まさに教員
による一方向的な教育ではなく，学修者の能動的な学修へ
の参加を取り入れた方法であり，学修者が能動的に学修す
ることによって，認知的，倫理的，社会的能力等の育成を
図り得るものであると考えられる．このことから，心理劇
は有用なアクティブ・ラーニングの一方法であると考えら
れる．
本研究では，心理劇を用いることで賦活された様々な体
験について，アンケートの自由記述の内容を分析したとこ
ろ，「楽しさ」「相互理解の促進」「自己理解の深まり」「緊
張感・苦手意識」「子どもへの対応の理解・視野の広がり」
「子どもの行動の理解」「自分の関わり方の反省」「不安・
難しさ」「心理劇の有効性」「今後の期待感」「体験した対
応困難事例の共有による共感・安心感」「メンバーへの親
近感の高まり」の12カテゴリが抽出された．
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この中でも，特に「心理劇の有用性」についてその記述
内容例（表７及び表13）を見ていくと，概ね①場面のイ
メージがしやすい点，②役割を演じることでその役の立場
で感情が動き行動の背景が推察しやすくなる点，③客観的
に問題を見れる点，④グループで問題を共有し話し合える
点などがそれぞれの言葉で記述されており，これらが心理
劇のもつアクティブ・ラーニングの有用性なのではないか
と考えられた．
一方で，第２セッション，第３セッションとも「不安・
難しさ」についての記述が少数ではあるが見られた．
心理劇は上記のような有用性を持つ一方で，対応困難場
面をイメージしやすく，現実に近い体験やそれに伴う感情
（心的現実性）を引き出しやすいという点から，対応困難
場面を扱う際には「どう理解したら良いかわからない」「ど
う対応したら良いかわからない」といった「不安・難しさ」
も展開の仕方によっては引き出してしまいやすいという側
面もあるのではないかと考えられる．心理劇をアクティ
ブ・ラーニングとして実施する際には，その点に十分配慮
をして実施する必要がある．
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ております．
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